
　次世代の会では、平成28年度から令和2年度にかけて、
「那覇軍港における地域資源（自然・歴史・文化・交通・港・
周辺・位置・土地・人）を活用したまちづくりの考え方」につ

垣花出身の次の世代が集ま
り、地権者の先達の皆さまが
活動していることを引き継げ
るように、早い段階から将来
の那覇軍港のまちづくりを考
える準備をしている組織です。

　今年度実施しました「次世代の会」の活動概要を報告します。

いて検討してきました。今年度はその成果を整理し、考え方についてとりまとめました。

　各地域資源の特徴等から、活動イメージをふくらませ、必要となる施設・設備・仕掛けを考
え、地域資源活用の視点をまとめました。

　上記の視点を踏まえ、那覇軍港における地域資源を活用したまちづくりの考え方をまとめました。

　那覇軍港の活用資源として下記9つを抽出し、その特徴を整理しました。

那覇軍港における地域資源を活用したまちづくりの考え方

那覇軍港の地域資源

地域資源の活用の視点

え

上

【あつまる】  県内・国内外のヒト・モノなどが「集まる」「交わる」ための魅力づくり
【つ な ぐ】  地区の中の交流・地区の中と外との交流を高めるネットワークづくり
【うみだす】  地区や沖縄の発展に資するヒト・モノなどを生み出す
【ひろげる】  地区内や県内、日本各地で生み出したヒト・モノなどを広げる仕掛けづくり

自然 （海、緑地、空など）
歴史 （琉球王国時代の交易拠点、御物城など）
文化 （旗頭、泡盛、蚕等など）
交通 （ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ、ﾓﾉﾚｰﾙ駅、空港、港など）
港　 （琉球王朝文化の繁栄に貢献、那覇港など）

周辺 （那覇市街地、奥武山公園、首里城、離島など）
位置 （沖縄の玄関口、都市に近接など）
土地 （地区の約半分が公有地、細長く平坦など）
人　 （地域関係者、歴史人物、海人、観光客など）

自

① ヒト・モノなどが集まり、交流する
② 沖縄の魅力を体感する
③ 回遊性を高める
④ 自然の力を発揮させる
⑤ 目的（集まるきっかけ）をつくる
⑥ 循環をつくる
⑦ ヒト・モノなどの外からの流れをつくる

⑧ 収益を生む
⑨ 人を呼び込む
⑩ 那覇の都市機能を補完する
⑪ 周辺とつながる
⑫ ヒト・モノ・情報等を発信する
⑬ 新たな魅力を創造する
⑭ 地区のポテンシャルを発揮させる

※令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により活動休止



那覇軍港の将来のまちづくりにおいて、「交流・交易」や
「ウォーターフロント」がキーワードとして挙げられていることを踏まえ、
海に面し多世代が訪れる「道の駅ぎのざ」を訪問しました。

那覇軍港の将来のまちづくりにおいて、「交流・交易」や
「ウォーターフロント」がキーワードとして挙げられていることを踏まえ、
海に面し多世代が訪れる「道の駅ぎのざ」を訪問しました。

那覇軍港の将来のまちづくりにおいて、「交流・交易」や
「ウォーターフロント」がキーワードとして挙げられていることを踏まえ、
海に面し多世代が訪れる「道の駅ぎのざ」を訪問しました。

「道の駅ぎのざ」は、宜野座村の地域情報や観光施設・店舗情報などの情報発信・
案内のほか、観光（体験・交流型）などの多様なメニューの開発・案内や、スポーツツー
リズム、教育学習などの受入対応、広報活動、イベント開催等を行っています。
「３世代（親・子・孫）で楽しめる道の駅」をコンセプトとしており、施設内には、
子どもたちが遊べる幼児用施設や水遊び場、大型遊具施設なども設置しているほか、
地域の特産品販売等も行っており、地域が誇れる道の駅ぎのざを目指しています。

各主体との連携や地域らしさを生かした商品販売・イベント開催等により、これ
まで「通過点だった道の駅」から「道の駅が目的地」に変わった話は印象的だった。
平日の来場者を増やすための課題は、跡地まちづくりにおいても共通の課題であ
ると思う。

地域活性化に向けては、周辺の観光地や施設の特徴も生かすとともに、移動動
線にも配慮しながら、連携して取組んでいくことが重要であると感じた。
駐車場については、那覇市内の場合は用地確保の困難が予想されることから、
歩いて訪れることができるよう、公共交通の整備等も重要であると思った。

行政（宜野座村）と民間（株式会社未来ぎのざ）、観光協会（宜野座村観光協会）
が毎週行っている定例会は、決定のはやさや柔軟な対応につながると思った。
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